
１２．水みらいセンター・ポンプ場の 

平面図及びフローシート等 

 水みらいセンター平面図  

 ポンプ場平面図  

 汚泥広域処理場平面図  

 水みらいセンターフローシート 

 処理水有効利用フロー図  
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渚水みらいセンター

太陽光発電

太陽光発電

２系砂濾過棟 １系急速濾過棟

計量分配槽
塩素滅菌棟

高架水槽

Ｂ－２系水処理 Ｂ－１系水処理 Ａ系水処理

機械棟

特高受変電棟

分配槽

沈砂池ポンプ棟
自家発電機棟

管理棟

紫外線滅菌棟

安定池

いこいの広場

府道１３号線

流量調整池

スラグヤード

ダスト置場

濃縮槽電気棟

重力濃縮槽

機械濃縮棟
ケーキ貯留塔

脱水機棟

ケーキ貯留棟

返流水貯槽

３系資材棟

１・２系資材棟

１系流動床炉

３系溶融炉

１・２系溶融棟

４系流動床炉

水 処 理 棟 ・ 電 気 室

４ １２３５６７８ ４ １２３ ５６７８４ １２３

第２溶融棟

385



流入渠

ポンプ井

放流ポンプ

吐出井

計量器室

バイパス水路

二十箇用水路

寝屋川導水路

寝屋川へ

寝屋川放流幹線

放流ゲート

調圧水槽

石津ＰＳより

寝屋川

石津中継ポンプ場 全体平面図
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処理水有効利用フロー図 

猪名川流域下水道 原田水みらいセンター

処理場敷地境界

１系最終沈殿池 塩素混和池 河川放流

水質検査箇所

分析者：豊中市

新豊島川
（場外有効利用施設）

施設管理者：豊中市

ろ過
処理水槽

ﾏｲｸﾛｽﾄﾚｰﾅｰ

公共下水道放流

Ｑ水くん 

オゾン
処理

ろ過水槽
スカイランド
HARADA

（修景せせらぎ）
（散水用水）

水質検査箇所①

分析者：水質係

水質検査箇所③

分析者：水質係

大腸菌群数：（２回／月）

残留塩素：メンテ（毎日）

大腸菌群数：（２回／月）

残留塩素：メンテ（毎日）

残留塩素：（年末年始、木曜日以外毎日）

３系管理棟等
水洗用水

管理分界点

Ｐ
水質検査箇所

分析者：豊中市

水質検査箇所

分析者：豊中市

塩素管注入 

水質検査箇所④

分析者：管理人

砂ろ過

砂ろ過槽

年末年始、木曜日閉鎖

砂ろ過池
豊中市伊丹市クリーンランド

（ごみ焼却施設）Ｐ

管理分界点

水質検査箇所②

分析者：水質係

大腸菌群数：（２回／月）

３系最終沈殿池
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処理水有効利用フロー図 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安威川流域下水道 中央水みらいセンター 
 

ガランド水路 
（修景用水） 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 塩素混和池 河川放流 

水質検査箇所 
分析者：摂津市 

用水棟 

水質検査箇所 
分析者：摂津市 

施設管理者：摂津市 

消毒設備 砂ろ過 

水質検査箇所① 
分析者：中央管理Ｃ 

河川放流 

散水用水 
（施設外周） 

高架水槽 場内利用 
貯留槽 
（用水棟） 

 

散水用水 

場内修景 
（一般開放なし） 

Ｑ水くん 

Ｐ 

管理分界点 

元茨木川緑地 
（修景・散水用水） 
施設管理者：茨木市 

島地区 
（修景用水） 

施設管理者：茨木市 

水洗なし 

 
岸部ポンプ場 旧中西家周辺水路 

正雀川 
管理分界点 

施設管理者：吹田市 
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処理水有効利用フロー図 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

淀川右岸流域下水道 高槻水みらいセンター 
 
 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 
（Ｄ・Ｅ系） 鋼製砂ろ過 

Ｑ水くん 

次亜塩素注入器 

砂ろ過設備 
塩素混和池 放流 

オゾン処理 

次亜塩素注入器 

自然池 

せせらぎ緑地 水路 

水路 

場内利用 

場内利用 

水質検査箇所① 
分析者：高槻管理Ｃ 

スカイランド 

424



 
処理水有効利用フロー図 

 

淀川左岸流域下水道 渚水みらいセンター 
 

貯水槽 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 

安定池 

計量分配槽 

Ｑ水くん 

散水用水 

放流 枚方市 
取水口 

石津中継 
PS 

紫外線
滅菌 

京阪枚方市駅舎 

枚方市総合福祉会館 

枚方市駅周辺防火用水 

京阪南２号線せせらぎ 

枚方市役所前線せせらぎ 

施設管理者：京阪電鉄（株） 

施設管理者：枚方市 

施設管理者：枚方市 

施設管理者：枚方市 

施設管理者：枚方市 

水質検査箇所 
分析者：枚方市 

砂ろ過 

高架水槽 

消泡水 
自家発冷却水槽 

管理棟 
（水洗用水） 

軸封水 
ブロワ-冷却水 

体験田 

水質検査箇所①～④ 
分析者：大阪府 

いこいの広場 
（安らぎの池） 

道路沿い散水 

管理分界点 

いこいの広場 
（せせらぎ） 

①  

②  ③  

④  

汚泥処理 
(洗浄水、軸封水等) 

次亜 

次亜 
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処理水有効利用フロー図 

※１ ここでは砂ろ過槽内での生物繁殖を防ぐために塩素を注入（大腸菌を対象としていない） 
※２ スカイランドの散水用水（芝生、樹木に夜間（0:00～4:00）散水）は水質検査対象外 

 

寝屋川北部流域下水道 鴻池水みらいセンター 
 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 
（ＡＢＣ系） 

塩素混和池 

ふれあいプラザ 
（水洗・修景用水） 

放流 

砂ろ過 

受水槽 

塩素混和池 

高度処理施設 
（生物膜ろ過・

木炭浄化） 
高度処理施設 
（オゾン酸化） 

放流 

スカイランド 
（水洗・散水用水） 

鴻池水路 施設管理者：東大阪市 

場内利用 

水質検査箇所③ 
分析者：大阪府 

 

吐口 

管理分界点 

水洗なし 

Ｐ 

P 

高度処理施設 
（オゾン酸化） 御領水路 

施設管理者：大東市 

最終沈殿池 
（ＤＥ系） 

次亜塩注入 ※２ 

加圧 
タンク 

水質検査箇所② 
分析者：大阪府 

急速ろ過 

放流 

次亜塩注入 

水質検査箇所 
分析者：東大阪市 

※１ 

※１ 

第二スカイランド 
（散水用水・せせらぎ用水） 

 

P 
P 

P 

P 

P 

P 
場内利用 

P 
P 

水質検査箇所① 
分析者：大阪府 
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処理水有効利用フロー図 

  

寝屋川北部流域下水道 なわて水みらいセンター 
 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 吐出槽 河川放流 塩素混和池 砂ろ過 

水質検査箇所① 
分析者：大阪府 

大東市 
（第１１水路など） 

 

散水用水・ 
緑地トイレ 

場内利用 

次亜塩注入 

管理分界点 

せせらぎ 

修景用水 

Ｑ水くん Ｐ 

四條畷市 
（上川・讃良川） 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

吐口21 

吐口18、19、20 

寝屋川市 
（十二水路） 

太平PS受水槽 
氷野PS受水槽 

管理分界点 

場内利用 

流調弁 

水質検査箇所② 
分析者：大阪府 

水質検査箇所③ 
分析者：大阪府 

Ｐ 吐口 22 
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処理水有効利用フロー図 

 

寝屋川南部流域下水道 川俣水みらいセンター 
 

最終沈殿池 
（Ⅰ～Ⅶ系） 

塩素混和池 
（Ⅰ～Ⅶ系） 

処理場敷地境界 

Ｑ水くん 

スカイランド 
（修景・散水・洗浄水） 

放流 

水質検査箇所② 
分析者：大阪府 

水質検査箇所① 
分析者：大阪府 

ＵＶ滅菌 

トイレ 
（上水） 水洗なし 

繊維ろ過 
（Ⅰ･Ⅱ系） 
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処理水有効利用フロー図 

 

寝屋川南部流域下水道 竜華水みらいセンター 
 

処理場敷地境界 

水質検査箇所⑤ 
分析者：大阪府 

最終沈殿池 塩素混和池 

Ｑ水くん 

放流 

受水槽 水質検査箇所④ 
分析者：大阪府 

生物膜ろ過池 

長吉ポンプ場 

次亜塩素注入器 

水質検査箇所② 
分析者：大阪府 

オゾン処理 
塩素滅菌 

サージタンク 

長瀬川 

中環の森 

処理水貯留槽 

還水槽 

せせらぎ緑道 
（親水・散水） 

上部利用 
（水洗・散水） 

竜華地区せせらぎ 
（親水・散水） 

水質検査箇所③ 
分析者：大阪府 

次亜塩素注入器 

水質検査箇所 
分析者：八尾市 

施設管理者：八尾市 

八尾市内水路 

楠根川 
施設管理者：八尾市 

施設管理者：八尾市 

施設管理者：東大阪市 

施設管理者：八尾土木 
水質検査箇所 
分析者：八尾市 

大正川 
施設管理者：大阪市 

次亜塩素注入(適宜) 

水質検査箇所① 
分析者：大阪府 
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処理水有効利用フロー図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

大和川下流西部流域下水道 今池水みらいセンター 
 
 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 砂ろ過 塩素混和池 

Ｑ水くん 

修景せせらぎ 

放流 

水質検査箇所① 
分析者：今池管理C 

散水用水 

水洗用水 

前塩 

トイレ 
（上水） 

高架水槽 
（管理棟） 
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処理水有効利用フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大和川下流東部流域下水道 大井水みらいセンター 
 
 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 砂ろ過 塩素混和池 

Ｑ水くん 

大井ふれあいらんど 
（修景せせらぎ） 
（水洗用水） 

放流 

水質検査箇所① 
分析者：大井管理C 

 

管理棟等 
水洗用水 

前塩 

高架水槽 
（管理棟） 

散水用水 

軸封水等 
場内利用 
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処理水有効利用フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大和川下流南部流域下水道 狭山水みらいセンター

 
 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 

砂ろ過 

塩素混和池 

Ｑ水くん 

修景せせらぎ 

放流 

大鳥池 
（場外有効利用施設） 

中樋水路 
（場外有効利用施設） 

東野用水路 
（場外有効利用施設） 

水質検査箇所① 
分析者：狭山管理Ｃ 

水質検査箇所② 
分析者：狭山管理Ｃ 

水洗用水 

散水用水 

オゾン処理 汚泥棟 
高架水槽 

緊急時対応 

前塩 
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処理水有効利用フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

南大阪湾岸北部流域下水道 北部水みらいセンター 
 

放流 

水質検査箇所 ② 

分析者：北部管理 C 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 砂ろ過 
塩素混和池 

前塩塩素注入 
Ｑ水くん 

散水用水 

修景せせらぎ 

（トイレは上水使用） 

滅菌用塩素注入 

水洗なし 

水質検査箇所 ① 

分析者：北部管理 C 
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処理水有効利用フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

南大阪湾岸中部流域下水道 中部水みらいセンター 
 

放流 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 砂ろ過 

Ｑ水くん 

水洗用水 
散水用水 

塩素管注入 

塩素滅菌棟 

高架水槽 紫外線滅菌 

水質検査箇所① 

分析者：中部管理C 
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処理水有効利用フロー図 

 

 

 
 

 
 

 

南大阪湾岸南部流域下水道 南部水みらいセンター 
 

なみはやグラウンド 
（散水用水） 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 塩素混和池 大阪湾へ放流 

水質検査箇所② 
分析者：湾岸南部管理C 

ろ過水槽 

水質検査箇所① 
分析者：南部管理C 

 

施設管理者：泉南市 

砂ろ過 

場内 
（散水用水） 

高架水槽 紫外線滅菌 

水質検査箇所③ 
分析者：湾岸南部管理C 

サザンスタジアム 
（散水、水洗用水） 

管理棟等 
（水洗、清掃栓） 

水質検査箇所④ 
分析者：湾岸南部管理C 

 

Ｌ型池 

モニュメント池 
（修景用水） 

管理分界点 

Ｑ水くん 

簡易塩素注入 

簡易塩素注入 

50㎥槽 

60㎥槽 

２号緑地、亀公園 
（散水、水洗用水） 

グラウンドまわり 
北側築堤 

（散水用水） 

築堤 
（散水用水） 

場内利用 
逆洗、表洗、消泡水、 
沈砂池送水、汚泥棟送水、 
その他 
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＜処理フローシート＞ 流量計の種類（電磁流量計　　　　　） = 流入水、放流水、採取位置（場内返流水との関係を明記）

1.64%
流　量　計

S 採　水　器 場内利用

（数値は日量データ）

場内利用
S S S

場外利用

第１沈砂池 第１ポンプ場 S S S
S

豊中幹線
105,229m3

S
S

左岸幹線 第２沈砂池 第２ポンプ場
35,076m3

8,362m3 S S

S
右岸第１幹線 26,729m3 S S

84,768m3
場内利用

S 第３沈砂池 第３ポンプ場
右岸第２幹線 場外利用

67,229m3 （クリーンランド）

40m3/h*4

2.33% 485kg-ds/h *2
8.98%

原田 水みらいセンター
位置

排ガス処理 大気放出

消化槽 貯留槽 薬注設備 ベルトプレス 焼却炉 搬　出= 434m3 = 529m3 32.5 t 1.5 t

479m3 高分子 3.0m*2 50t/d*1 （湿灰）
= 306m3 621m3

機械濃縮機 しさ分離機

327m3

=
しさ分離機 濃縮槽

=969m3

50m3/h*2 11,826m3 4,347m3
貯留槽 オートストレーナ

172m3

26,928m3 6m3
27,255m3 10,097m3 Q水くん

１･２系
分配槽 29,203m3

2,228m3
507m3 砂ろ過設備

28,731m3

=
１系水処理
最初沈殿池

= 反応タンク
37,352m3 １系

最終沈殿池

74,096m3 5,238m3
77,410m3 74,717m3 親水設備 新豊島川

106,141m3
=

２系水処理
最初沈殿池

= 反応タンク
２系

最終沈殿池103,920m3

猪名川396m3 3,631m3
3,235m3220,856m3 93,380m3

=
=1,727m3 966m3 296,374m3

塩　素
混和池 =

３系
最終沈殿池

急速ろ過
池施設

190,246m3

221,252m3 213,989m3 307,369m3

1・2系場内返送水 ３　系
分配槽 =

３系水処理
最初沈殿池 = 反応タンク

2,
52

0m
3

279m3 クリーンランド
送水設備

162m3
貯留槽

410m3

３系場内返送水 = 3,632m3 = 21,061m3
しさ分離機 濃縮槽

= 機械濃縮機 しさ分離機
排ガス処理 大気放出

689m3 = = 714m3 5.8 t

684m3 高分子 110t/d*1 （湿灰）
ポリ鉄

消化槽 貯留槽 薬注設備 スクリュープレス 焼却炉 搬　出

=
=

=

=
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（ ） （ ）

摂津ポンプ場直送量

％

1,200m3×2基

％

ベルト  80m3/h×２台

遠心 100m3/h×1台 ％

％

中央 水みらいセンター

処理フローシート 流量計の種類 電磁流量計 位置

Ａ－Ⅱ－２～３系
分流系汚水ポンプ揚水量 83,944 m3/日 余剰汚泥の流れ

高度処理水量 返送汚泥の流れ

流入水、放流水、採取位置（場内返流水との関係を明記）

水の流れ

27,774 m3/日 9,257 m3/日 生汚泥の流れ

m3/日 混合汚泥の流れ

沈砂池 沈澱池 反応槽 沈澱池 灰・スラグの流れ

分流汚水
分配槽

最初 生物 最終 105,731

循環水の流れ

有効利用水の流れ

1048 m3/日 採水箇所

874 m3/日 43,408 m3/日 計装位置

128,865 m3/日

78.3 砂ろ過
浄水槽

場内

30,094 焼却量 設備 再利用

ｔ/年 905kg-DS/H×2台 １号炉 29,788 ｔ/年 27,788 m3/日

m3/日 m3/日 茨木市島地区修景

重力 混合濃縮 ｽｸﾘｭｳｰ 過給式 乾焼却灰

2,421 濃縮槽 437 汚泥貯留槽 ﾌﾟﾚｽ脱水機

吹田市

3.6 7,032 m3/日 砂ろ過系

12,724 ｔ/年 スラグ 塩素混和池

流動床炉 742 ｔ/年 摂津市ガランド水路

75.0 277 ｔ/年
Q水くん

余剰汚泥 ﾍﾞﾙﾄ・遠心 濃縮余剰 ﾍﾞﾙﾄﾌﾟﾚｽ ｺｰｸｽﾍﾞｯﾄ 焼却量

４号炉 廃止 1 m3/日

m3/日 2,274 290 m3/日 3m×150kg-ds/m/h

2,273 貯留槽 濃縮機 汚泥貯留槽 脱水機 溶融炉

２号炉 5,058 ｔ/年 次亜塩

m3/日 4.4 ×４台 ３号炉 休止中 ｔ/年

簡易放流系

1,225 m3/日 塩素混和池

次亜塩注入量 (kg/年) 注入設備

簡易 199,691

砂ろ過 511,595

Ａ－Ⅱ－４～６系
1,547 m3/日 5,047 m3/日

重力濃縮槽

放流水路 212,288

57,555 m3/日

最終 希釈水

沈砂池 沈澱池 沈澱池 高級処理水量
分流井

合流汚水
分配槽 プリエア

最初
曝気槽

6,498 m3/日

136,146 m3/日

雨水 合流系汚水ポンプ揚水量 河川

沈砂池 148,779 m3/日 32,553 m3/日 248,942 m3/日

=

=

=

=

=

= =

=

=

=

=

=

=

=

=

=

==

=

Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ｓ

=

返送汚泥

余剰汚泥

生汚泥

循環水

余剰汚泥

生汚泥 返送汚泥

雨水放流 簡易放流水

=

*

Ｓ

*

*

=

=

=

==

=

= =

=

=

=

=

=

=

=

=

=

==

=

Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ｓ

=

余剰汚泥

生汚泥

循環水

余剰汚泥

生汚泥

雨水放流 簡易放流水

=

*

Ｓ

*

*

=

=

=

=

=

=

= =

=

=

=

=

=

=

=

=

=

==

=

Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ｓ

=

返送汚泥

余剰汚泥

生汚泥

循環水

余剰汚泥

生汚泥 返送汚泥

雨水放流 簡易放流水

=

*

Ｓ

*

*

=

=

=

==

=

= =

=

=

=

=

=

=

=

=

=

==

=

Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ｓ

=

余剰汚泥

生汚泥

循環水

余剰汚泥

生汚泥

雨水放流 簡易放流水

=

*

Ｓ

*

*

=

=

=

=

=

=

= =

=

=

=

=

=

=

=

=

=

==

=

Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ｓ

=

返送汚泥

余剰汚泥

生汚泥

循環水

余剰汚泥

生汚泥 返送汚泥

雨水放流 簡易放流水

=

*

Ｓ

*

*

=

=

=

==

=

= =

=

=

=

=

=

=

=

=

=

==

=

Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ｓ

=

余剰汚泥

生汚泥

循環水

余剰汚泥

生汚泥

雨水放流 簡易放流水

=

*

Ｓ

*

*

=
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（ ） （ ）
UV,T-N,T-P計 稼働日数

A系 日
0 ｍ3/日 次亜塩素 B系 日

Kg/年 Ｄ系 日

Ａ系 高級処理水量 Ａ系放流量 E系 日
ｍ3/日 ｍ3/日 砂ろ過 日

ｍ3/日 ｍ3/日

ｍ3/日 次亜塩素
Kg/年

B系

高級処理水量 Ｂ系放流量 放流量
ｍ3/日 ｍ3/日 ｍ3/日 ｍ3/日

UV,T-N,T-P計

ｍ3/日 ｍ3/日

345m3×2基 （北汚泥処理濃縮、脱水設備停止中）

30m3/h×2台 15m3/h×2台
焼却灰処分（湿灰）

ｔ/年

スラグ
ｔ/年

395m3×2基 100m3/h×1台 ｍ3/日 ｔ/日 流動床炉 90ｔ/日：2基 4t/日×2基
3m×150kg-ds/m/h×4台 灰　 ｔ/日

UV,T-N,T-P計
45m3/h×2台

ｍ3/日

B系送水 ｍ3/日 ｍ3/日

砂ろ過水
ｍ3/日

ｍ3/日

高級処理水量
Ｅ系 ｍ3/日

Ｅ系放流量
ｍ3/日 ｍ3/日

Ｄ・E系
次亜塩素

流速水位式 ｍ3/日 Kg/年

Ｄ系 ｍ3/日

高度処理水量 Ｄ系放流量
ｍ3/日 ｍ3/日

90,384

13,303 12,997

8,156

着水井
最初

沈殿池
生物

反応槽
最終

沈殿池

14,815 290,968

608

85,751
最終

沈殿池
塩素

混和地

滞水池
306

南汚水
沈砂池

着水井 前曝気槽
最初

沈殿池
曝気槽

89,780

灰溶融設
備余剰汚泥

貯留槽
91 0.00

余剰汚泥
830

3,509 32,780
急速

砂ろ過

雨水
沈砂池

745
ベルト
濃縮機

2.8

重力
濃縮

遠心
濃縮機

濃縮汚泥
貯留槽

混合濃縮
汚泥槽

ベルトプレ
ス脱水機

焼却炉

重力
濃縮

遠心
濃縮

濃縮汚泥
貯留槽

遠心脱水
機

排ガス
処理設備 1,024

1,370
46,982 46,834 145,824

16,239 627

着水井
前曝気

槽
最初

沈殿池
曝気槽

最終
沈殿池

塩素
混和池

最終
沈殿池

塩素
混和池

479 0
0

131,879

0 0 366
366

北汚水
沈砂池

着水井
前曝気

槽
最初

沈殿池
曝気槽

流入水、放流水、採取位置（場内返流水との関係を

0
366

0 366

位置
高槻 水みらいセンター
処理フローシート 流量計の種類 電磁流量計

S S

S

＝

＝

＝

＝

＝

＝ ＝＝

＝ ＝

＝

＝

返送汚泥

沈殿処理

＝
引抜汚泥

余剰汚泥

沈殿処理

返送汚泥引抜汚泥

＝ S ＝

＝

＝

＝

＝

＝ ＝

＝

＝

S

＝

＝

超音波流量

超音波流量

引抜汚泥

返送汚泥

余剰汚泥

番田井
路へ放

＝返送汚泥

＝

＝引抜汚泥

＝余剰汚泥

＝
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（　枠内参照 ）

※特定施設は水処理全て

流入
S

　　　■　　電磁式流量計
再利用水 　　　◆　　超音波式流量計

　　　★　　せき流量計
返送汚泥 　　　S　　採水位置

余剰汚泥
　　枚方市等取水

高分子 0.25% S 放流
高分子0.35%

ポリ鉄 6.67% 放流水
111,981m3／日

50

t/日

灰

44

t/日

灰

・ 重力濃縮 ― 重力式濃縮タンク(φ７ｍ×３ｍH）－２基，重力式濃縮タンク(φ１４ｍ×４ｍH）－２基

・ 機械濃縮 ― 遠心濃縮機(２０ｍ３/ｈ）－２台，　　　　ベルト型濃縮機(４０ｍ３/ｈ)－３台 ※灰の量は湿灰

・ 脱水 ― 遠心脱水機(１５ｍ３/h）－１台， スクリュープレス脱水機(１８ｍ３/h）－３台 ※投入ケーキ、灰の量は稼働日では無く、年間日数で除した

・ 流動焼却炉 ― ９５ｔ/日－２基

渚 水みらいセンター

〈　処理フローシート　〉　 流量計の種類 流入水、放流水、採取位置 S　（場内返流水との関係を明記）

逆洗水 577m3／日

126,658m3／日

2,427m3／日 2,303m3／日

塩素
混和池

安定池

機械濃縮機

紫外線
滅菌

（休止中）

4,804m3／日

どちらかに切替
53,930m3／日

沈砂池 分配槽
最初

沈殿池
生物

反応槽
最終

沈殿池
砂ろ過

返流水貯留槽

9,547m3／日 112,224m3／日 116,231m3／日

734m3／日

重力濃縮

石津中

継

１
系
流
動
炉

４
系
流
動
炉

空
気
予
熱
器

白
煙
防
止
熱
交
換
器

セ
ラ
ミ
ッ
ク
バ
グ

排
煙
処
理
塔

煙

突

空
気
予
熱
器

白
煙
防
止
熱
交
換
器

冷
却
塔

煙

突

排
煙
処
理
塔

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー

排
煙
処
理
塔
排
水

排水

排水

ケ
ー
キ
貯
留

ダイオキシン類

特定施設（水質）

脱水機

石津中

継

１
系
流
動
炉

４
系
流
動
炉

空
気
予
熱
器

白
煙
防
止
熱
交
換
器

セ
ラ
ミ
ッ
ク
バ
グ

排
煙
処
理
塔

煙

突

空
気
予
熱
器

白
煙
防
止
熱
交
換
器

冷
却
塔

煙

突

排
煙
処
理
塔

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー

1.6t/日

排
煙
処
理
塔
排
水

1.4t/日 排水

排水

ケ
ー
キ
貯
留

ダイオキシン類

特定施設（水質）

脱水機
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（　電磁流量計 ） 位置　〓 流入水、放流水、採取位置　S　（場内返流水との関係を明記）

なわて水みらいセンター汚泥 700 m3/日
守口市汚泥 273 m3/日 60m

3
/時間 2台 四條畷市ケーキ 532 ｔ/年   （1.4t／日）

流入水 258,594 m3/日 〓 遠心濃縮機

S

雨水ポンプ 汚水ポンプ 重力濃縮槽 汚水ポンプ

50m
3
/時間 50m

3
/時間

3台 3台
最初沈澱池 遠心濃縮機 汚泥混合槽 ベルト濃縮機 最初沈澱池

75,198

m3/日 高分子 高分子 m3/日
生物反応槽 ポリ鉄 〓 〓 PAC 生物反応槽

   簡易処理

〓 脱水機 10台 2台 脱水機 〓
       ﾍﾞﾙﾄﾌﾟﾚｽ        ｽｸﾘｭｰﾌﾟﾚｽ

最終沈澱池 最終沈澱池

130ｔ/日 130ｔ/日 100ｔ/日
砂濾過 1基 焼却炉 1基 焼却炉 焼却炉 1基 Ｓ

廃熱ボイラ 廃熱ボイラ 冷却塔
〓 〓 〓 砂濾過

〓
サイクロン 冷却塔 バグフィルタ

Ｓ
焼却灰

電気集塵機 バグフィルタ 排煙処理塔 ※ 〓 受水槽
《搬出処分》

雨水 排煙処理塔 排煙処理塔

焼却灰 焼却灰

《第一寝屋川》 《搬出処分》 《搬出処分》

149,078

13,386

6,991

鴻池 水みらいセンター

〈　処理フローシート　〉　 流量計の種類

m3/日

簡易処理

24,962

※
m3/日

《第一寝屋川》 《第一寝屋川》

m3/日 次亜塩素混和池 場内利用

次亜塩素混和池

処理水 処理水

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

ＤＥ系 ＡＢＣ系

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

ＤＥ系 ＡＢＣ系

440



（　電磁流量計 ） 流入水、放流水、採取位置　S　（場内返流水との関係を明記）

流入水 30,902 m
3
/日 31,168 m

3
/日

S 〓 〓

〓

〓

〓
送泥量 700 m

3
/日

〓

なわて 水みらいセンター

〈　処理フローシート　〉　 流量計の種類 位置　〓

汚水ポンプ 最初沈殿池 生物反応槽 最終沈殿池 砂濾過

〓 塩素混和池

汚泥貯留槽

場内・場外利用 吐出槽　S
〓

《岡部川》
《鴻池水みらいセンター》
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（電磁流量計 ）

水みらいセンター川俣

〈　処理フローシート　〉　 流量計の種類 位置　＝ S  流入水、放流水、採取位置　（場内返流水との関係を明記）

（ ）内数値 ：処理能力 ：ダイオキシン

沈砂池

遠心濃縮重力濃縮槽

(14mΦ×3基)

塩素混和池

塩素混和池

最終沈殿池

最終沈殿池

曝気槽

Ａ系

曝気槽

最初沈殿池

ベルトプレス

初沈引抜汚泥

余剰汚泥

分

離

液

簡易処理

灰搬出

返送汚泥

返送汚泥

水処理施設

ＰＡＣ

高分子 0.35%

(3m×150kg/mh×12台)

Ｓ

130 t/日

スクリュープレス

脱水機(40m3/h 3基)

場

内

返
流

水

＝

＝＝

＝

＝＝

＝

＝

＝

＝

5,722 m3/日

354 m3/日

3,235 m3/日

47,736 m3/日

47,587 m3/日

塩素混和池

急速ろ過

Ａ系

Ｂ系 Ｂ系

(18mΦ×1基)

排ガス処理

別紙参照

(600Φ×3台)

竜華水みらい
センターより

ガス洗浄水

10.5 DSt/日

ベルトろ過濃縮

ろ液・洗浄水

2.2 %

（ ）内数値 ：処理能力 ：ダイオキシン類特定施設

沈砂池

(80m3/h×3基)

塩素混和池

最終沈殿池

最終沈殿池

曝気槽

Ａ系

曝気槽

最初沈殿池

脱水機

放流水

分

離

液

簡易処理

灰搬出

廃液

水処理施設

汚
泥
処
理
施
設

マイクロストレーナー

砂ろ過機

再利用

機械濃縮汚泥

Ｓ

345,850 m3/日

灰搬出

290,259 m3/日

137 m3/日

532 m3/日

3,370m3/日

5,094 m3/日

50,971 m3/日

771 m3/日

(30m3/h 2基)

ろ液・洗浄水

ガス洗浄水

Ａ系

Ｂ系

Ⅰ・Ⅱ系

再利用

315,953 m3/日＝

＝

＝

315,953 m3/日

27,652 m3/日

A系⇒B系
44 m3/日

1,279 m3/日

ベルトろ過濃縮
(80m3/h×1基)

ガス洗浄水

135 m3/日

B系⇒A系
173 m3/日

別紙参照

1.8 DSt/日47 t/日254 m3/日

高分子

ＰＡＣ

(70t/日×1基)

流動炉

排ガス処理3.7 %

1.1 %

＝

＝ ＝
(90t/日×3基)

流動炉

442



川俣 水みらいセンター

45,740 m3/日

Ｓ
47,480 m3/日

19,980 m3/日197 m3/日
1,940m3/日

735 m3/日

1,074m3/日

46,745 m3/日
Ｓ

＝
＝

＝

1,548m3/日

43,480m3/日

1,330 m3/日
13,312 m3/

6,033 m3/日

ばいじん

煙
突

脱
硝
反
応
塔

高さ:40m
頂上口径:φ1.248

ばいじん

測定口

排出口No.1

測定口

川俣水みらいセンター汚泥処理-焼却系統図
灰

排ガス

排水A系汚泥処理

B系汚泥処理

流
動
炉

Ⅳ
系

灰ホッ
パー

５0m3×１基

場外搬出

ばいじん

バ
グ

フ
ィ
ル
タ

ー
ばいじん

水処理施設

測定口

サイクロン

流
動
空
気
予
熱
器

廃熱ボイラー

流
動
炉
Ⅰ
系

排
煙
処
理
塔

乾
式
電
気
集
塵
機

湿
式
電
気
集
塵
機

ばいじん

水処理施設

流
動
空
気
予
熱
器

流
動
炉
Ⅱ
系

排
ガ
ス
冷
却
塔

灰ホッ
パー

６０m3
×3基

ばいじん（乾灰）

加湿機

場外搬出

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
｜

排
煙
処
理
塔

脱
硝
反
応
塔

水処理施設

ばいじん

流
動
空
気
予
熱
器

流
動
炉
Ⅲ
系

白
煙
防
止
空
気
予
熱
器

排
ガ
ス
冷
却
塔

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
｜

排
煙
処
理
塔

測定口

水処理施設

ばいじんばいじん

特
定
施
設

廃棄物焼却炉 湿式集塵施設 排ガス洗浄施設

70t/日

流
動
空

予
熱
器

白
煙
防
止
空

気

予
熱

器

排
煙
処

理
塔

加湿機

90t/日

90t/日

90t/日

廃熱ボイラー

排
ガ
ス

冷
却
塔
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（電磁流量計 ） S  流入水、放流水、採取位置　（場内返流水との関係を明記）

分配槽 最初沈殿池 生物反応槽      最終沈殿池

長吉ポンプ場

小阪合ポンプ場

返送汚泥
場内返流水 初沈引抜汚泥

余剰汚泥
放流ポンプ井 塩素滅菌池 生物膜ろ過池

川俣水みらいセンターへ

汚泥貯留槽

場内再利用

サージタンク

放流水(平野川へ)

リサイクル水 オゾン処理設備

リサイクル水 上部利用施設へ

A地区（長瀬川ほか）
竜華地区（八尾市へ）

C地区（楠根川ほか）

竜華 水みらいセンター
〈　処理フローシート　〉　 流量計の種類 位置　＝

Ｓ

Ｓ

＝
＝

＝

45,740 m3/日

Ｓ
47,480 m3/日

19,980 m3/日197 m3/日
1,940m3/日

735 m3/日

1,074m3/日

46,745 m3/日
Ｓ

＝
＝

＝

1,548m3/日

43,480m3/日

1,330 m3/日
13,312 m3/

6,033 m3/日
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今池 水みらいセンター

流量計の種類 位置　 流入水、放流水、採取位置　（場内返流水との関係を明記）
１．超音波式・電磁式 ２．超音波パーシャルフリューム ３．超音波式 ４．投込式

簡易放流水 ㎥／日

返送汚泥

㎥／日

流入水量

㎥／日

塩一鉄 次亜塩注入 高級処理放流水 ㎥／日

生汚泥 ℓ／日 余剰汚泥 ｍｇ／ℓ １系簡易処理水 ㎥／日

㎥／日 循環水 ㎥／日

㎥／日 前塩 後塩

ｍｇ／ℓ ｍｇ／ℓ

PAC

ℓ／日 高度処理放流水 ㎥／日

逆洗水量 生汚泥 余剰汚泥 ２系・３系簡易処理水 ㎥／日

㎥／日 ㎥／日 簡易放流水 返送汚泥 ㎥／日
167 ㎥／日 ㎥／日 場内用水

㎥／日

簡易放流水 循環水 ｔ／日 ｔ／日
161 ㎥／日 ㎥／日 灰搬出 灰搬出

ｔ／日 ｔ／日

加圧浮上槽 ｔ／日） ｔ／日）

能力　槽面積67.5㎡×深4.8ｍ×２槽

ベルト濃縮

PAC 能力　40㎥／ｈ×２台

ℓ／日

重力濃縮槽 生汚泥 余剰汚泥 能力 能力

幅11ｍ×長さ11m×深３m×２槽 ㎥／日 返送汚泥 ㎥／日 高分子 85ｔ／日×１台 90ｔ／日×１台

㎥／日 ％

％

㎥／日

㎥／日 ㎥／日

分離液 8 ㎥／日 ㎥／日

㎥／日 ㎥／日

脱離液

㎥／日 ㎥／日 ㎥／日

45 ㎥／日

高分子 高分子

0 ㎥／日 ％ ％

    ㎥／日 ㎥／日

㎥／日 0 ㎥／日 ｔ／日

ベルトプレス脱水機

能力　130kg/m･h×3台

スクリュープレス脱水機

　

0 74.0

大気 大気

消化汚泥
貯留槽

ベルトプレス
脱水機

スクリュープレス
脱水機 ケーキ貯留槽

114 716
排煙処理搭 排煙処理搭

電気集塵機 バグフィルター

0.41 0.54

サイクロン 冷却塔

91
卵形消化槽

632
混合槽

164

し尿投入

1
廃熱ボイラ

白煙防止
予熱器1,290 38

空気予熱器

重力濃縮槽
4

加圧浮上槽 ベルト濃縮
43 1,557

23,645 高分子 0.42

0.37

250 ２号流動床式
焼却炉

空気予熱器

３号流動床式
焼却炉

1,190 1,034

（乾灰として 1.53

最初沈殿池 生物反応槽 最終沈殿池

74,839 ㎥／日 （乾灰として 1.00

70,817

３系 1.37 2.18

２号炉 ３号炉

37.60 60.70

11,353

8,031

202 103,854

328

1,793 740 566

最終沈殿池 砂ろ過池 塩素滅菌池 放流

37,287 ㎥／日

最初沈殿池 生物反応槽

25,501

２系 0.8 0.9

0 0.8 781

0 0

塩素滅菌池 放流

0

沈砂池 最初沈殿池 生物反応槽 最終沈殿池

781

0

１系

104,963 781 ㎥／日

Ｓ

１

１

１

２

３

４

Ｓ

Ｓ

２
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水みらいセンター

〈処理フローシート〉 流量計の種類　 ①電磁流量計 位置 流入水、放流水、採取位置 （センター内返流水との関係を明記）

（②Ｐ．Ｂ．フリューム）

①
返送汚泥 19,139 m3/日 次亜塩素注入

① ←

最初沈殿池流入水 ＰＡＣ 0.9 mg/ℓ 前塩 後塩
流入水 65,231 m3/日 生物反応槽流入水 0.6 mg/ℓ 0.8 mg/ℓ 放流水

56,649 m3/日 最初沈澱池 64,361 m3/日 生物反応槽 最終沈澱池 急速ろ過 56,649 m3/日

→ → 再利用水 （せせらぎ、Ｑ水くん含む） ①

↓ 初沈汚泥 循環水 ← 　　　① 余剰汚泥 6,913 m3/日

870 m3/日 61,040 m3/日 991 m3/日 ↓

 ①  ①

(内　焼却炉給水)
↓ 希釈水 ↓ 1,201 m3/日 上水使用量

35 m3/日 (内　放流ﾎﾟﾝﾌﾟ棟給水設備）　 8 m3/日

182 m3/日

返流水 重力濃縮槽 遠心濃縮槽

8,582 m3/日 重力濃縮汚泥 遠心濃縮 汚泥

　　　② 249 m3/日 111 m3/日 横型遠心濃縮機　35m3/時　３台

　　　①  ① ベルトプレス脱水機　3ｍ幅　３台　
↑ ↓ ↓

混合汚泥貯留槽 ↑ ケーキ搬出 再利用水等 戻り

↓ ﾍﾞﾙﾌﾟﾚ洗浄水 4 t ／日 焼却炉給水 3,476 m3/日

混合汚泥 985 m3/日 1,201 m3/日

348 m3/日 高分子 流動焼却炉　 ↓

① 0.33 ％ ケーキ焼却 65t/日
↓ 40 t ／日 １基 灰処分量 ↓

ﾍﾞﾙﾌﾟﾚ脱水機 　　→ 焼却炉 1 t/日 砂ろ過逆洗排水

→ 1,080 m3/日

予熱器

重力分離液 遠心分離液 ↓ ﾍﾞﾙﾌﾟﾚろ液、洗浄排水 サイクロン
↓ 656 m3/日 880 m3/日 1,289 m3/日 焼却炉排水

↓ 電気集塵機 1,201 m3/日
↓

排煙処理塔

大気へ

大井

Ｓ

Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ
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水みら いセンタ －
〈 　 処理フ ローシート 　 　流量計の種類（ ①ﾊ゚ ｼーｬﾙﾌﾘｭ ﾑー　 ②開き ょ 式　 ③堰式　 ④電磁式　 ⑤超音波式 位置 　

（ ①ﾊ゚ ｼーｬﾙﾌﾘｭ ﾑー　 ②開き ょ 式　 ③堰式　 ④電磁式　 ⑤超音波式） 返送汚泥 次亜塩素注入率 0. 0㎎/L

0m3/日

Ｓ 沈砂池 最初沈殿池 　 ② 曝気槽 最終沈殿池 塩素混和池

流入水量 ①　 　 返流水

11, 581m3/日 m3/日 　 　 ④ 初沈引抜汚泥 　  ③　 　 　 　 Ｓ

上水排水 m3/日 　 放流水

【 Ⅰ系】 分離液 加圧浮上濃縮槽 余剰汚泥 0m3/日

水処理排水 0m3/日 634m3/日･1槽 0m3/日

脱臭設備排水 越流水 重力濃縮槽 97. 7kg/ｍ2･日 放流水 58, 013m3/日

m3/日 88ｍ3･１ 槽 重力濃縮汚泥 加圧浮上汚泥 m3/日

131ｍ3･１ 槽 0m3/日 混合槽 　 　 ⑤ 　 　 　 Ｓ簡易処理水

Ⅰ→Ⅱ送水量 60kg/ｍ2・ 日 884m3/日
11, 581m3/日

塩素滅菌槽

循環水 59, 409m3/日 次亜塩素（ 前塩） 次亜塩素（ 後塩）
0. 6㎎/L 0. 8㎎/L

分配槽 最初沈澱池 　 ④ 生物反応槽 最終沈澱池 急速ろ 過池

　 ⑤ オゾン

初沈引抜汚泥 返送汚泥 余剰汚泥 場内再利用水合計 滅菌

1, 736m3/日 16, 481m3/日 高分子 0. 12% 687m3/日 4, 895m3/日

Ｓ 沈砂池 遠心･ろ 過濃縮機 分離液 場外再利用水

流入水量 　 ⑤ 返流水 28m3/時･3台 604m3/日 7m3/日

47, 539m3/日 7, 102m3/日 濃縮汚泥

83m3/日 高分子 0. 35%

砂ろ 過逆洗排水 重力濃縮槽 汚泥貯留槽 脱水機 脱水ケ－キ ケ－キ搬出

【 Ⅱ系】 越流水 179ｍ3･2槽 重力濃縮汚泥 3m 110kg/m･h 3台 44t /日 969t /年

高架水槽 1, 465m3/日 60kg/ｍ2・ 日 271m3/日 ケーキ受入

脱水ろ 液 焼却炉 189t/年

上水排水 70t /日・ 1基

水処理排水

排煙処理塔 ﾊ゙ ｸﾞ ﾌｨﾙﾀ- 減温塔 予熱器

焼却設備排水

大気 灰ﾎｯﾊ゚ ｰ 灰（ 湿） 搬出
1. 44t /日

狭山
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流量計の種類（　電磁・堰式・超音波流量計　）

南大阪湾岸北部水みらいセンター処理フローシート

ｍ3／日
ｍ3／日 （高度処理対応施設）
ｍ3／日 （高度処理対応施設） 簡易放流 ｍ3/ｄ

ｍ3／日 （高度処理対応施設）
ｍ3／日 （高度処理対応施設） PAC mg/l

ｍ3／日 初沈流入 ｍ3/ｄ 生反流入

ｍ3/ｄ

初沈汚泥 スカム

ｍ3/ｄ 返送汚泥量 ｍ3/ｄ

    余剰汚泥量 ｍ3/ｄ

スカム移送量 ｍ3/ｄ

簡易放流 ｍ3/ｄ

PAC mg/l （2系1.17,3系1.13,4-1系1.16）
初沈流入 ｍ3/ｄ 生反流入 次亜塩 mg/l

ｍ3/d

沈砂処分 ｔ/年 砂ろ過バイパス水量 ｍ3/ｄ

しさ焼却処分 ｔ/年 消泡水量(3・4系設置Ｐ)

初沈汚泥 第1循環水量 第2循環水量 スカム ｍ3/ｄ

ｍ3/ｄ ｍ3/ｄ ｍ3/ｄ

（2系5m3,3系2m3,4-1系2m3） （2系4m3,3系2157m3,4-1系1054m3） （7-9月）
総合流入水量 返送汚泥量 ｍ3/ｄ 次亜塩 mg/l 次亜塩 mg/l 大阪湾

単独流入水 ｍ3/ｄ 放流
166,761 ｍ3/ｄ S 余剰汚泥量 ｍ3/ｄ S ｍ3/ｄ

スカム移送量 ｍ3/ｄ  Ｑ水くん
ｍ3/ｄ

ろ過水移送量 ｍ3/ｄ

初沈流入 ｍ3/ｄ スカム  せせらぎ水路ほか

ｴｱﾀﾝ流入 ｍ3/ｄ ろ過器水量 ｍ3/ｄ ｍ3/ｄ  せせらぎ用水 159m3

 施設利用水 272m3

初沈汚泥

ｍ3/ｄ 返送汚泥量 ｍ3／ｄ

1～4-2系総合池排水量 ｍ3/ｄ 余剰汚泥量 ｍ3／ｄ

洗浄排水量 ｍ3／ｄ 消泡水量（1・2系設置Ｐ)  新浜緑地ほか

ｍ3/ｄ 再利用水 ｍ3/ｄ  場内ろ過水量 137m3

希釈水 ｍ3/ｄ  場内修景散水量 123m3

 新浜緑地ろ過水量 84m3

送泥量 再利用水等合計

分離液 ｍ3/ｄ ｍ3/ｄ 送泥量（１％換算量） ｍ3/ｄ

汚泥広域　 ｍ3/ｄ （流量計無し） センター供給水量 引抜汚泥合計スカム含む

　ｹｰｷ搬送ﾎﾟﾝﾌﾟ等（4103,4104,5040,142）用冷却水 汚泥広域　返流水 ｍ3/ｄ ｍ3/ｄ

　 　 日変動あり 150～180 ｍ3/ｄ

　 　洗車場 日変動あり 　10～20 大阪南下水汚泥広域処理場

北部 水みらいセンター
〈　処理フローシート　〉　

4-2系 27,700 3.05

流入水、放流水、採取位置　（場内返流水との関係を明記）

送風機
１系 45,000
２系 56,000

位置　□

３系 56,000 130

４系 28,000

690

合計 212,700
29,983

４－２系
最初沈殿地

29,379

４－２系
生物反応槽

４－２系
最終沈澱池

343 11,696

342

150

1.15

1.21
150,113

２･３･４系
最初沈殿地

147,931

２・３・４系
生物反応槽

２・３・４系
最終沈殿地

7.86 61,162

24.04
20,823

1,654 9 3,216

63,593 1.00 0.81
180,224

沈砂池 汚水ポンプ 分水槽
1,811

砂ろ過 塩素混和池
171,248

752
75

344

129

１系
最初沈殿地

１系
ｴｱﾚｰｼｮﾝﾀﾝｸ

１系
最終沈殿地

0.59 431
79

ろ過器

0 0
洗浄排水槽

22,863

1,091,356.2 ｍ3/年

ろ過水槽

186 0

1,890
0 344

原水槽

0

3,143
汚泥調整槽

1,460
受泥槽

258
1,188 3,398

7,794
混合槽

＝

＝

＝ ＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝
＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝
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水みらいセンター
　　　　　＜処理フローシート＞流量計の種類（電磁流量計、超音波流量計、堰式流量計）位置　□　　流入水、放流水、　　（場内返流水との関係)

返送汚泥量

4,592㎥

池排水量 19㎥ 循環水量 次亜注入量
11,114 ㎥ 79L

1.1 mg/L
 初沈流入水量 PAC 　　　　　放流水量

　１系流入 1㎥ 11,085 ㎥ 11L
0.12

mg/L

　Ｓ 　　　　　逆洗排水量
曝気風量 43,997㎥ 5 ㎥

     生汚泥量 余剰汚泥量 　汚泥移送量
101㎥ 192㎥ 1,308㎥ （0.86％）

1,126㎥ （1％換算値)

　　２→１系送水量 　Ｓ
11,084㎥ 　　Ｓ

　　生汚泥量 　循環水量 PAC 664 ㎥ 生物処理放流水量
290㎥ 23,698㎥ 4L

0.01 mg/L 35,026㎥
　　　　　放流水量

　２系流入 初沈流入水量
57,825㎥ 47,178㎥ 　　　Ｓ 　　　　Ｓ 　Ｓ

Ｓ

　　　Ｓ 　　Ｓ
　　Ｓ Ｑ水くん

逆洗排水量 曝気風量 返送汚泥量 28㎥
328㎥ 174,327 ㎥ 16,139 ㎥ 次亜注入量

242 L
0.8 mg/l

池排水量 90㎥ 場内利用 1,252 m3

簡易処理放流量 11㎥
ろ過放流水量 11,136㎥

中部

10,769㎥

 　　余剰汚泥量

44,921㎥

沈

砂

池

ポ
ン
プ
棟

調

整

池

繊
維
ろ
過

最
初
沈
殿
池

最
終
沈
殿
池

生
物
反
応
槽

生
物
反
応
槽

生
物
反
応
槽

分

配

槽

最
初
沈
殿
池

最
終
沈
殿
池

生
物
反
応
槽

生
物
反
応
槽

生
物
反
応
槽

砂

ろ

過

汚
泥
処
理
場

汚
泥
調
整
槽

沈

砂

池

ポ
ン
プ
棟

吐

出

井

超

超

超

超

堰

電

超

電

電電

超

超

堰

堰

塩
素
滅
菌
棟

塩
素
滅
菌
棟

電

電 電

分

配

槽

着

水

井

電
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水みらいセンター

＜　処理フローシート　＞ 流量計の種類（ 電磁 堰式 超音波 ） 位置 □ 流入水、放流水、採取位置 （場内返流水との関係を明記）

フローシート　及び　水処理・汚泥処理　収支図　（R1年度）

Ｓ

池
排
水

初沈池排水 生反池排水 終沈池排水 平均注入率

次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ

南部

0.84 mg/L
沈砂 18.2 ｋｇ 循環水(51.8)%

24 34 3 消泡水 158.5 ｋｇ 処理水配水量
しさ 15.7 ｋｇ 12,223＝ ＰＡＣ 107 Q水くん

61 実績ろ過速度 48m/日
237.6 ｋｇ ＝ 8

（処理水量）

脱
リ
ン
槽

放流水量
0.54 mg/L

22,161 24,214 23,603 23,245 6,621 5,655 22,279塩
素
混
和
池

流入水量 生反流入 終沈流出 原水流量 ろ過流出

＝ ＝
脱
窒
槽

硝
化
槽

平均注入率

最
終
沈
殿
池

砂
ろ
過
池

ろ
過
水
槽

そ
の
他
雑
用
水

200m/日

上
水
使
用
量

初沈池貯留 生反池貯留

＝
Ｓ 上水 原水流量計 4池 放流流量計

沈
砂
池

ポ
ン
プ
井

吐
出
井

分
配
槽

着
水
井

最
初
沈
殿
池

終沈池貯留

沈
砂
池
送
水

ろ過ﾊﾞｲﾊﾟｽ 16,624
24 34 7

Ｓ

排水 (6,753) ろ過速度 (22,061)

（生物脱臭含む）

その他雑用水 81
簡易処理水量 94

＝ ＝送風量 塩素混和池送水 (10) 薬品溶解水 13
逆洗 (287）

118,783 (503.3%)
283 汚泥系洗浄水 18081 2 93 表洗 （8） 高架水槽＝＝その他返流水内訳 (616) 0

その他雑用水 (81) 401＝ 沈砂池送水 93 ｸﾞﾗﾝﾄﾞ送水 10

返送汚泥 14,024 (59.4%) 逆洗排水槽排水量 消泡水 107

逆洗排水量 (401)
初沈汚泥＝ 余剰汚泥＝沈砂池送水 (93)

めだか池

汚泥棟送水 181
575 351 再利用水量内訳

上水 (2) 0
　場内・施設 (949)

　場内・環境 (0)
1,437 180 13

　場外・施設 (10)
汚泥処理返流水

575 　Q水くん

池排水 (61) ＝ 汚泥系洗浄水 薬品溶解水
しさ 86 ｋｇ 351

(8)
遠心供給汚泥量

薬
品
溶
解

　
　
タ
ン
ク

分離液 余剰汚泥 354.4 遠　　心

＝
濃縮槽 12m3/h　2台 高分子凝集剤 19.1 ｋｇ

調整槽 重　　力 貯留槽 濃縮機 平均注入率 0.57

ろ布
　
大
阪
南
下
水
汚
泥

　
　
　
　
広
域
処
理
場

遠心濃縮汚泥量 平均注入率 213 mg/L 洗浄水

％

遠
心
分
離
液

　　単位　：　ｍ３ 脱
水
機

＝汚泥移送量 46.24 汚泥消臭剤 23.16 ｋｇ
　　但し、記載しているものを除く

69

重
力
分
離
液

　　（　）の水量は水収支に 濃縮汚泥 ダンプトラック＝ 2台 ケーキ
　　反映していません 貯留槽 供給汚泥量 111

kg/m･h 15.10 ｔｏｎ ｔｏｎ
薬品関係

脱離液 ろ布洗浄水

ろ過速度 ケーキ 搬入量
水処理 実績ろ過速度

150 発生量 15.19
汚泥処理 65kg/m･h
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